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第 3 学年及び第 4 学年では、様子や行動、気持ち

















































































































































































































































































































































































　（3）指導計画（全 5 時間 , 本時第 2 時）
第 1 時 音読、概要把握
第 2 時（本時） 内容の中心となる語彙の収集
第 3 時 構成の中心となる語彙の収集
第 4 時 要約文の作成











































































































知 識 ・ 技 能 ・様子や行動を表す語句の意味を理解し、語と語の関係を把握できる。
思考力、判断力、表現力 ・語彙の理解を通じて、筆者の主張の中心となる部分を把握することができる。
主 体 的 態 度 ・辞書の活用や語の検討を通じて、語彙に対する関心を高めることができる。
６．今後の課題
　最後に今後の課題として、本論であまり触れるこ
とができなかった、説明的文章の指導における語彙
指導と、他教科とのつながりについて、「ウミガメ
の命をつなぐ」を例にして述べる。
　小学校第 4 学年理科では、身近な生き物の季節ご
との活動について学ぶ（「動物の活動は、暖かい季節、
寒い季節などによって違いがあること」、新『小学
校学習指導要領』理科）。ほとんどの地域の児童に
とって、ウミガメは身近な生き物ではないだろう。
加えてウミガメは、国内外をまたいで成長していく。
理科での生き物の学びと比べると、ウミガメを扱っ
た説明的文章は、児童にとってスケールの大きい、
イメージを持ちづらい文章であると思われる。
　また「開発」や「保護」の語が示すように、「ウ
ミガメの命をつなぐ」は環境問題への提言でもある。
理科で環境について学ぶのは小学校第 6 学年である。
理科の学習内容と照らし合わせても、第 4 学年の児
童にとってこの「ウミガメの命をつなぐ」という説
明的文章は、平易ではないということが想像される。
　また別に、小学校第 3 学年社会科では、地域の仕
事について学ぶ（「地域に見られる生産や販売の仕
事について」、新『小学校学習指導要領』社会）。「ウ
ミガメの命をつなぐ」は水族館で働く人々の「仕事」
の話である。第 4 学年で学ぶ説明的文章は、前の学
年で学んだ「仕事」について、さらに発展的に考え
させる機会にもなるだろう。
　国語科としてこの「ウミガメの命をつなぐ」とい
う説明的文章の読解によって身に付けさせたい力は、
文章の構成を読み取る力や要約をする力である。ま
た本文内容と深く関わる「開発」や「保護」などの
語について理解を深めさせ、使用語彙として定着さ
せていきたい。そうした国語の学びに集中するため
にも、また児童が興味関心を持って説明的文章の学
習に取り組むためにも、説明的文章の内容と他教科
の内容のつながりがより深まればよいと考えてい
る。
［注］
１．本学習指導案は、日本言語技術教育学会第 5 回北海道支
部大会にて、口頭発表を行った際に公表した学習指導案を、
大幅に加工したものである。
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